
「株式会社寺岡精工」への
導入事例

導入事例

2017年9 ～ 11月にかけて、株式会社寺岡精工の
全国77拠点に86台のZOLL AED Plusが設置されました。
今回の導入事例について、
コーポレートサービス部 本部長 岩崎 義孝様への
インタビューを基に、紹介いたします。

　一 番 の ポイントは、ZOLL AED Plus
に胸骨圧迫ヘルプ機能がついていた
ことです。胸 骨 圧 迫 は か なりの 力 を
込 め て、一 定 の 時 間 継 続 して 行 わ
な け ればなりませんが、それを迷わず
できる人はほんの一握りでしょう。結果
として、力 が足りなかったり、時 間 が
短かったりして、正しく行えないという
状況は十分に起こり得ます。胸骨圧迫
ヘルプ機能は「もっと強く」「有効です」
とリードしてくれるため安心して圧迫
できる上、疲れて力が弱くなってきたこ
ともわ かるので、他 の 人 と交 代する
タイミングも見極められます。さらに、
体に装 着する部 分 が一 体 型パッドの
ため「どこに何を置くか」で迷うことも
ありません。ZOLL AED Plusであれば、
全社員が正しく初期対応を行える。そう
確 信できたことが、決 め 手 に なりま
した。
　導入後は早速、全拠点で講習を実施
し、社 員 に 使 用 方 法 を学んでもらい
ました。今後も継続し、いざというとき

　当 社 は 以 前から、東 京 本 社と大 阪
営業所に計 9 台のAEDを設置していま
したが、正直なところ長年「ただ置いて
あるだけ」の存在でした。見直すきっかけ
となったのが、2017年に、社員の一人
が出張先で突 然 倒 れるという事 態 が
発生してしまったことです。その時車に
同乗していた別の社員が、急いで近く
のガソリンスタンドに助けを求めました。
すると幸いにも、たまたまそこにAEDが
あり、かつ店員の方が救命講習を受けて
おり、迅速にAEDの使用、胸骨圧迫の
初期対応をしてくださったのです。その
後 社 員 は 無 事 回 復し、後 遺 症 も残り
ませんでした。いざというときに、そこ
に A E D があるか 。それを使える人 が
いるか。それ が、大 切 な 社 員 の 命 を
左右する。その事実を、まざまざと突き
つけられた出来事でした。そこからすぐ
に、規 模 の大 小 にからわらず全 国 の
拠 点 にAEDを設 置し、かつ 全 社 員 が
それを使える体制を整えることを決め
ました。

　株式会社寺岡精工は、流通小売業、
製 造 業 などの 企 業 をお 客 様 として、
電 子 はかりやレジのシステムなどを
開 発・製造・販売しています。私たち
の強 みは、お客 様 も気づいていない
隠 れたニーズを見つけ出し、これまで
世になかった商品を独自に生み出す
発想力。バーコードの読み取りは店員、
支 払 いは 来 店 客 が 行う「セミセルフ
レジ」は当社が初めて開発したもので、
スーパーマーケットなどで多 数 採 用
いただいています。

に全社員が、迷わず仲間の命を助けら
れる状態を作っていきたいと考えてい
ます。

全国の拠点への設置を終えて

　設置後、AED使用の場面に遭遇した
ことのある社員からは「本当に安心で
きる」という声が上がっています。一方
でそのような経験がなく、自身の健康
にも不 安 がない人 は、直 接 的 にはメ
リットを実感しにくいかもしれません。
それでも、AEDが身近にあり、それを使
える同僚がいることは、「安心できる職
場」という、働く上での大切な基盤の一
つになります。社員には、しっかりとし
た基盤に安心して、思いっきりチャレン
ジしてほしい。そうして、これからも世
の中にないものを生み出していってほ
しい。そう思っています。
　AEDは、社会にもっと普及すべきも
のです。当社の社員を救ってくれたの
はガソリンスタンドでしたが、中にはま
だ設置されていない店舗も多いと聞き
ます。当社も自分たちにできることとし
て、AEDを外からも目につきやすいとこ
ろに設置して地域の方にも使っていた
だきやすくしたり、当社の企業内保育
所への設置、グループ会社への設置も
後押ししています。旭化成ゾールメディ
カルにもぜひ、まだ世の中にない優れ
た製品を、生み出し続けていってほし
いですね。

株式会社寺岡精工について AED導入までの経緯 AED選定のポイント
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医療機器承認番号：22200BZI00015000  
一    般   的   名   称：非医療従事者向け自動除細動器
販　　売　　名　：ZOLL AED Plus  半自動除細動器
                                      高度管理医療機器 特定保守管理医療機器

■AEDは救命処置のための医療機器です。

■AEDに不測の事態が発生した時及び譲渡時、廃棄時、設置場所が変更となった時には製造販売業者または販売業者まで速やかにご連絡ください。

■AED設置者及び管理者は品質保証及び安全管理のため、 以下の内容の確認をお願いいたします。
　・ご使用の前に取扱説明書及び、注意書きをよくお読みの上、 正しくお使いください。
　・添付文書は必ずお読みください。
　 ・製造販売業者の推奨する保守点検を行い、いつでも使用できる状態に管理してください。
　・AEDのインジケーターや消耗品の有効期限などを日頃から点検してください。
　・電極パッド、バッテリーには交換期限があるため、「AED 消耗品交換時期」タグを 本体またはソフトケース等のわかりやすい 位置に貼り、
　　交換期限の確認及び、  期限内の交換は確実に実施してください。
　・電極パッドは再使用禁止であり、使い捨てです。

のはガソリンスタンドでしたが、中には
まだ 設置されていない店舗も多いと
聞きます。当社も自分たちにできること
として、AEDを外からも目につきやすい
ところに設置して地域の方にも使って
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それを使える同僚がいることは、「安心
できる職場」という、働く上での大切な
基 盤 の 一 つ に なります。社 員 に は、
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一方でそのような経験がなく、自身の
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